
函館市ウイルス性肝炎検査実施要領 

 

（目的） 

第１条   この要領は，ウイルス性肝炎検査（以下「検査」という。）の

実施に関して必要な事項を定めることを目的とする。 

（検査の趣旨） 

第２条   この検査はＢ型肝炎，Ｃ型肝炎ウイルスの持続感染状態にあっ

て自分自身が感染していることを自覚していない人を早期に発見し，

適切な治療に結びつけることにより肝炎ウイルス感染による重症化や

死亡を減らし， 市民の健康の保持および増進を図ることを目的とする。  

（対象者） 

第３条 検査は，市内に住所を有する小学校３年生以上の者を対象とす

る。 

（検査実施機関） 

第４条 検査は，市長が検査を実施するに適当と認めた医療機関で実施

するものとする。 

（検査項目および実施方法） 

第５条 検査の項目は，Ｃ型肝炎ウイルス検査およびＢ型肝炎ウイルス 

検査とする。 

 （１）Ｃ型肝炎ウイルス検査 

  ア ＨＣＶ抗体検査  

    ＨＣＶ抗体価をウイルスの有無を判定するための高力価群，中    

力価群，低力価群に適切に分類できる測定系を用いる。 

  イ ＨＣＶ核酸増幅検査 

    ＨＣＶ抗体検査により，中力価及び低力価とされた検体に対し    

て実施する。 

 （２）Ｂ型肝炎ウイルス検査 

ア ＨＢｓ抗原検査 

    Ｂ型肝炎ウイルスの陽性判定にＨＢｓ抗原検査を行う。  

 



（検査結果の通知） 

第６条 検査の結果については，結果判明後速やかに受験者あて通知す 

るものとする。 

２ 検査の結果，肝炎ウイルスに感染している可能性が極めて高いと判 

定された者には医師が結果を説明するとともに，専門医療機関を紹介 

し受診指導を行うものとする。 

（被検者の費用負担） 

第７条 検査に要する被検者の費用負担は，無料とする。 

（書類等の保管） 

第８条 検査に関する書類の保存期間は，検査を実施した年度の終了後 

５年間保存するものとする。 

（その他） 

第９条 この要領に定めるもののほか，検査の実施等に関し必要な事 

項は保健所長が別に定める。 

 

附 則 

この要領は，平成１８年４月１日から施行する。  

   附 則 

この要領は，平成２０年４月１日から施行する。  

   附 則 

この要領は，平成２２年７月１日から施行する。 

   附 則  

この要領は，令和７年１１月７日から施行する。 

 


